
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイプラ
ンの成果指標を達成した教員７５％以上。

・分かったことを論理的に説明したり、書いた
りする活動や対話的な学びを授業に取り入
れることで、学力向上をめざす。 Ａ

・９月に全国学力・学習状況調査の結果を分析し、
進捗状況を確認する研修を行う予定である。

Ａ
・8月に全国学力・学習状況調査の結果をもとに研修を行った。誤答や課題を共
有し、改善策や共通して指導していく内容を話し合うことができた。また、校内研
究と結びつけ、主体的な学びや対話的な学びを引き出す授業展開の工夫に取
り組むことができた。

Ａ
・今後とも学力の向上に努めてもらいたい。

○校内研究の充実 ○全教員が校内で研究授業を実施し、授業
力向上に努める。
○研究教科である算数において、学力調査
（国・県）で県平均を上回る。

・算数科の研究授業等を通して、対話的な学
びから深い学びにつながる授業展開の研修
を深める。
・タブレット端末を活用した授業づくりについ
て、研究を進める。 Ａ

・２学期に行う４回の全体授業研究会では、講師招
聘をして研究協議を行い、授業力向上を図る。
・研究授業においての授業改善の視点の１つとし
て、タブレット端末の有効活用を挙げ、研究する。

Ａ

・算数科の全体研究・グループ研究授業を実施できた。また、算数科の指導法
や授業力向上について、講師による指導助言を受け、助言を取り入れ、主体
的・対話的な学びから深い学びにつながる授業展開の研修を深めてきた。児童
の主体的に取り組む姿でもある問題に粘り強く取り組む姿勢が見られ、対話方
法を工夫したことで充実した対話活動となり学びが深まった(アンケートより)。
・学年や単元に応じたタブレット端末の活用を進めてきた。授業の中での活用に
はいたっていないが、アンケートに答えたり、写真を撮って保存したりと、普段使
いになりつつある。

Ａ

・授業参観等を通して、タブレット端末をう
まく活用しながら授業をされているのがわ
かった。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○学校アンケート「友達には優しくした
り、仲良くしたりできる。」の児童評価を９
０％以上。

・人権教育の視点をもった学級経営や
授業に取り組む中で、児童一人一人を
大切にした指導や支援に心がける。 Ａ

・学校生活アンケート「友達には優しくしたり、仲良
くしたりできる。」の児童評価は98％以上となった。

Ａ
・各学級で道徳の授業や人権意識を高めるための取り組みを行った。意識して
ぽかぽか言葉を使おうとしたり思いやりのある行動が見られたりして、成果を感
じているが、個人差もあり、継続した指導や対応が必要である。
・12月実施の学校アンケートにて「友達に優しくしたり、仲良くしたりしている」の
設問に対して、「そう思う」「ややそう思う」の児童評価は約97％であった。

Ａ
・アンケート結果からもよい結果が出ている
ので、これからも引き続き家庭と連携しな
がら指導をしていただきたい。

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○学校アンケート「学校は、いじめや生徒指
導の問題等にきちんと取り組んでいる。」の
設問に「そう思う」「やや思う」と回答した保護
者の割合を合計で８５％以上。

・言葉の使い方や教室環境の整備の指導を
徹底し、未然防止に努める。
・毎月、生活アンケートを実施し、実態把握を
確実に行う。
・職員連絡会において気になる児童の情報
共有を行う。
・事案発生時は、教育委員会への報告と共
に関係した児童への指導及び支援、保護者
への連絡等を確実に行う。

Ａ

・毎月の生活アンケートを実施し、いじめの早期発
見や実態把握ができた。
・アンケートで気になった情報、相談された情報を
元に関係者で集まり、密な報連相で迅速に対応が
できた。 Ａ

・毎月の生活アンケートから実態把握を行い、それを基に気になる児童への対
応をしっかりと行ったことで、早期対応ができた。
・隔週で生徒指導打合せを行うことで、気になる児童の様子や生活での課題の
情報を共有することで、全職員共通で対応することができた。
・保護者アンケートの「学校はいじめや生徒指導の問題等にきちんと取り組んで
いる」の設問に「そう思う」「ややそう思う」との回答が約９０％であった。 Ａ

・いじめの早期発見・早期対応の取組がで
きていると思います。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めて
くれていると思う」と回答した児童生徒７
０％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒８０％
以上

・月に1回行う生活アンケートの中に、左項目
を入れ把握する。
・集団の中で自己肯定感や自己有用感が感
じられるような役割や活動を学級やクラブ活
動、委員会活動、学教行事等で仕組む。
・キャリアパスポートを活用した学級活動の
時間を意図的に仕組む。

Ａ

・各学年のフォルダに、ワークシートや資料等を保
存した。
・今年度中に学級担任全員が道徳の公開授業を
行う予定である。
・計画していた地域との交流活動（お茶摘み、グラ
ンドゴルフ、昔遊び体験など）を行うことができた。

Ａ

・アンケートに「先生は良いところを認めたり話しを聞いてくれたり
する」と、肯定的な回答をした児童は89％であり、「将来の夢や目
標をもって努力していると答えた児童も91％であった。
・学級や委員会活動、行事の中で、自己の良いところを発揮して活
躍する場面が多く見られ、自己肯定感を高めることができていると
思われる。

Ａ

・感染症対策との折り合いをどのようにつ
けていくのかを見極めながら、地域と学校
との交流について推進していく。

●「運動習慣の改善や定着化」 ●学校アンケート「運動したり遊んだりし
て体を十分に動かしている」児童を８
０％以上（保護者・児童対象のアンケー
トで検証）。

・体育部中心に職員向けに体育学習の
実践紹介や研修会を行い、楽しい体育
学習を学校全体に広げていく。
・体育委員会を中心としてイベントを企
画し、体を動かす楽しさを味わわせる。

Ａ

・体育委員会が中心となり、外遊びを奨励した。ま
た、運動場で安全に遊べるように、学年ごとに遊ぶ
内容と曜日を全校に呼びかけた。

Ａ

・学校アンケート「運動したり遊んだりして体を十分に動かしている」の設問に「そ
う思う」「やや思う」の割合が88％（保護者）、84％（児童）と、どちらも80％を上回
る結果となることができた。
・運動委員会を中心に、運動会やなわとび大会、日々の運動場の使い方につい
て企画や改善を図り、運動に親しみやすい環境づくりができた。

Ａ

・健やかな体を育むことは大切なことであ
る。休み時間等も子供達の体力向上には
とても重要な時間である。

○望ましい生活習慣の形成と食育の推
進

○早寝、早起き、朝ごはんの習慣化でき
た児童を８０％以上。
○給食の残菜率を６％以下。

・基本的な生活習慣を身に付け、健全な
心身の発育や発達を促す。
・給食、食育指導の充実を図る。 Ａ

・ほけんだよりや掲示物で、早寝・早起きの大切さ
や、熱中症予防の面から、朝ご飯の有効性などに
ついて知らせ、児童、保護者に啓蒙した。 B

・「早寝・早起き・朝ご飯チェックシート」による１週間の調査結果では、８割以上
できていた児童が70%であった。正しい知識を身に付けること、家庭への啓蒙、
日々の働きかけによる習慣づけが大切である。
・本校の給食残菜率は毎月平均3%以下であった。

Ａ
・給食の残菜率の改善を引き続きお願いし
たい。

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・通常の施錠時刻を昨年度よりも早め、退勤
時刻を意識した働き方を徐々に定着させて
いく。
・パソコンで共有で見れるような掲示板を導
入し、連絡事項は各自が確認できるように
し、職員会議、職員連絡会の時間の削減を
図る。

Ｂ

・職員間の連絡事項を、パソコン上での掲示板にし
たことにより、職員連絡会の時間を短縮することが
できた。
・昨年度からの校時の見直しで、放課後の時間に
ゆとりがきた。

Ａ

・パソコン上での掲示板が軌道に乗り、連絡事項の随時発信と、会議時間
の短縮が図れた。
・校時表を見直したことにより、児童の下校が早くなった。先生方も、この
時間に慣れ、見通しをもって業務を進められるようになり、18：00までに退
勤する先生が50パーセントをこえた。

Ａ

・業務改善については、できることを少しず
つでも取り組んでいただきたい。

○定時退勤日（金曜日）の徹底 ○定時退勤日に１８時施錠を5月以降徹
底する。

・保護者や地域への周知と共に教職員
には、定時退勤日を掲示物や配布物等
で知らせ、意識改革、行動化を図る。 Ｂ

１８時施錠を目標に取り組んでいたが、達成できな
いときが何回かあった。

Ａ
・定時退勤日は17：30退勤を目標にし、18：00までには施錠することができ
た。

Ａ
・先生方の心身の健康がまず一番である。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

★教科「日本語」の実践充実 ★保護者・地域等に対する教科「日本
語」の授業公開学級率８０％以上
★保護者等に対する教科「日本語」に係
る情報を年間３回以上公開した学級率８
０％以上

・実践事例集をもとに、授業作り、教具
の検討を行う。
・参観日に、授業を公開する。
・学級通信・学年通信・学校ＨＰで教科
「日本語」の取り組みを紹介する。

Ａ

・各学年のフォルダに、作成したワークシートや資
料等を保存した。
・日曜参観で、約４0％の学級で教科「日本語」の授
業公開を実施した。 Ａ

・教材や資料等を学年ごとに保存し、授業で活用することができ
た。
・授業参観で教科「日本語」の授業公開を実施することができた。 Ａ

・正しい日本語、正しい言葉遣いの指導を
お願いしたい。

◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動

◎マナー教室で、自分が頑張っているこ
とを具体的に言える児童の割合９０％以
上

・日頃から、弥生が丘小学校の「めざす
子どもの姿」について意識させる。
・マナー教室に向けて、児童が頑張って
いることを再確認させるとともに、意識
の継続を図る。
・体験活動では、活動の見通しと学びの
振り返りを行う活動を仕組む。

Ｂ

・マナー教室を行い、ほとんどの児童が、弥生が丘
小学校の「めざす子どもの姿」について、自分が頑
張っていることを答えることができた。
・計画的に体験活動を仕組むことで、児童は、見通
しをもって、意欲的に活動に取り組むことができ
た。

Ａ

・児童アンケートで「夢や目標をもって頑張っている」と回答した児
童の割合は、91％であり、目標をクリアできた。
・全ての教職員が、児童に目標を持たせたり、振り返りを行わせた
りすることができており、保護者アンケートでは、85％以上が「学校
は子供たちに夢や目標を持たせて取り組んでいる」設問に、「そう
思う」「やや思う」と回答した。

Ａ

・夢や目標をもって学校生活を送ることはと
ても良いことである。

○不登校傾向や問題行動
等への対応

○問題行動の未然防止及び迅速な対
応掲載

○学校生活アンケート「学校は楽しい」
の設問に「そう思う」「やや思う」の割合
を合計88％以上。

・校内体制を整え、学期１回以上、検討
会や支援会議を設ける。また、保護者に
は、支援的な立場での相談体制を受け
付けて、問題の早期解決につなげる。
・生徒指導連絡会（週１）による学校全
体の情報共有と指導の統一を行う。

Ａ

・週１の生徒指導連絡会にて、学校全体で問題行
動や事例を共有し、指導の統一を行うことができ
た。
・問題行動があった際には、生活指導教諭も含
め、実態把握と指導を迅速に行うことができた。

Ａ

・隔週で生徒指導と教育相談の職員打合せを行った。情報共有が
でき、問題行動が起こったときは、連携のとれた迅速な対応ができ
た。
・関係職員での支援会議を行い、支援体制を整えたことで不登校
傾向児童への対応ができた。担任だけに任せずに、複数の職員で
声をかけ、対応でき、組織的な対応が具現化できた。

Ａ

・不登校・不登校傾向の児童に対する支援
が必要である。関係機関との連携が望ま
れる。

○服務規律保持

○交通加害事故の防止
○危機管理意識の向上

○交通加害事故、交通違反を０件にす
る。
○全職員が危機管理マニュアルを即座
に見ることができるようにする。

・服務規律に関する通知文をファイル化
して周知を確実に行う。
・「服務指導・０の日」を活用して交通事
故発生事案の状況説明をしたり、「鳥栖
スマートドライバーカード」を配布したり
して、交通事故防止への意識を高める。
・校内研修会を実施し、危機管理意識を
高める。

Ａ

・「服務指導・０の日」を活用して、服務規律を遵守
する意識の継続を行うことができた。
・夏季休業中には、外部講師を呼んで、服務規律
に関する研修会を行った。 Ａ

・「服務指導・０の日」を活用して、個人情報の紛失、体罰、ハラスメント等
の服務チェックを毎月行い、職員の意識の継続につなげた。
・学年間でのコミュニケーションを促すことで横のつながりを強化し、コンプ
ライアンス遵守の雰囲気を醸成した。
・服務に関する指導については、随時行い、情報の提供と意識の継続化
を図ることができた。

Ａ

・先生としての自覚を今後も持ち続けてい
ただきたい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

中間評価 最終評価 学校関係者評価

○心の教育の充実　　○確かな学力の習得　　○健康・体力作り　　○特別支援教育の充実

○安全・安心な学校　〇小中一貫教育（小小・小中連携）　　◎開かれた学校（地域と共に）

学校名 鳥栖市立弥生が丘小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

★小中一貫教育の充実

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学校目標　「自ら学び、やさしく、たくましく生きる『弥生っ子』の育成」の具現化に向けて、それぞれの項目で成果があがってきている。今後も、成果が見られた取組等は継続して行うとともに、更なる改善策をとり、課題の解決に向けて取組を進めたい。
・タブレット端末の有効活用については、校内研究の算数科以外ににおいても活用推進に向けてICT教育リーダーの元、活用方法について進めていきたい。
・コミュニティ・スクールの良さを活かし、地域との連携をさらに強化し、職員から色々なアイデアを吸い上げ、よりよい学校を構築していく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

①心・学び・健康のプロジェクトを「凡事徹底」で実践化に努める」ことについて

・「弥生っ子」育成のために、「凡事徹底」を観点として共通理解を図りながら、全職員が組織の一員として、学校、学年、学級経営等に取り組めるように更に努めていく必要がある。

②「服務規律保持に努める」ことについて

・全職員が一体となって、教育の質の向上、服務規律保持等について互いに声をかけ合い、これからも横のつながりを大切にしながら継続して取り組んでいく。

③「小中一貫教育の充実に努める」ことについて

・教育の充実に向けて、職員がそれぞれの役割を意識しながら研究と実践に取り組むことができた。また、中学校へのつながりを意識した指導や中学校職員との連携を、今後も継続していきたい。

２　学校教育目標
自ら学び、やさしく、たくましく生きる「弥生っ子」の育成

～凡事徹底で、気持ちのよい学校にしよう　心をこめて～

３　本年度の重点目標

学校評価表作成について変更した点は朱書きしています


